
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早いもので、４月がもう終わろうとしています。今日からは、世間でいう 

「ゴールデンウイーク」ですね。お出かけの計画を立てている人もいるかな？ 

部活に明け暮れます、という人もいるでしょうね。さて、その後に待っている 

のは……そうです、5/8(木)には「第 2回実力テスト」があります。 

今年は、毎月のようにテストがあって大変ですね。でも、それも受験生の宿命です。この連休を活用して、 

コツコツと復習をしておくようにしましょう。 

「実力テストは、実力で受けたらええから、勉強せんでええねん」という人が毎年いますが、この考え方は、

とても危険です。実力テストは、実力を「伸ばす」ためのテストだと考えて、しっかり対策をしていったほうが

良いですよ。先日の学年集会で話をした「カルペ・ディエム」（今を生きる）の言葉どおり、日々精いっぱい頑張

ることが大切ですね。 

希望する進路の実現に向けては、取組が早いほうが間違いなく有利です。計画的に学習をすすめ、毎日少しず

つでよいのでコツコツ学習していくようにしましょう。 

『実力テストは実力を伸ばすためのテスト、事前の準備をしっかりと！』 

 

日程 5 月８日 (木) １：国語  ２：数学  ３：社会  ４：理科  ５：英語 

範囲 各教科 新研究の第１～8 回 

持ち物 鉛筆もしくはシャーペン、消しゴム、直定規、コンパス 

 ※直定規・コンパスは、使う・使わないにかかわらず、 

毎回持ってくるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 進路通信 No.2 で案内していました「滋賀の私立学校フェア」の申し込みが、本日 10:00 よりスタートして

います。申し込み期限はまだまだ先ですが、定員に達すると早めに締め切られます。ここ数年は、早めに締め切

られているようですので、ぜひこの連休の間に申し込んでみましょう。 

ちなみに、去年の卒業生 183 名のうち、野洲北中学校から私立高校を「受けた人」は 163 名(89％)、私立

高校に「進学した人」は 63 名(34％)でした。併願で受けた人はもちろん、実際に進学した人の中にも、４月の

時点で「私立は考えてない」という人がたくさんいました。今は「どうせ私立受けへんし」と言っている人も、

とりあえず見るだけ見に行っておいて損はないと思います。早めに動いて、情報を集めておきましょう。 
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「滋賀の私立学校フェア」について(続報) 

 

第２回実力テストについて 

 



 

県立高校の、新しい入試制度について。 ～ 制度は変われど、本質は変わらず ～ 

 

 県立高校の入試制度について、今年は「新しくなる」ということで、3年生がスタートする前から大騒ぎをし

ています。昨日、とある塾の前を通りかかったら、「県立高校の入試制度が新しくなります」「新制度の対策は、

ぜひお任せください」……と、大きく書かれた案内が出ていました。新制度についての何ともいえない不安が、

きっと受験生である皆さんにもあるのだろうなぁ……と思っています。 

 ただ、入試制度が新しくなるとはいうものの、今までとそこまで様子が変わるわけではありません。少し、具

体的に例を見ながら考えてみましょう。ここでは、例として本校からの進学者が多い「草津東高校」の「普通科」

について考えてみます。 
 

 まず、「R8(別表 1)高等学校別選抜一覧表」には、次のように書かれています。 

 

 

 

(R8(別表 1)高等学校別 

選抜一覧表より抜粋) 

 

 

 この表から読み取れることは、「普通科の定員は 320 人」で、そのうち 10％にあたる「32 人」はスポーツ活動枠、

25％にあたる「80 人」は文化活動枠およびプレゼンテーション、となっています。この２つをあわせた 35％、「112

人」が学校独自型選抜で合格する人数です。 

 ここで気をつけたいのが、65％の「208 人」は一般型選抜で合格する、ということです。 

 ちなみに、昨年度までの入試制度では、30％にあたる「96 人」が特色選抜、のこり 70％の「224 人」が一般選

抜の定員となっていました。少しだけ学校独自型の枠が増えましたが、昨年度とこの人数がそこまで大きく変わるわ

けではありません。 

 

つづいて、「R8(別表 2)自己推薦および中学校長推薦一覧表」を見てみましょう。 

 

 

 

(R8(別表 2)自己推薦 

および中学校長推薦 

一覧表より抜粋) 

 

 

 

 

 この表には、上であった「学校独自型選抜」の詳細が記載されています。●の条件は「必須」なので、スポーツにお

いては 32 以上、文化については 36 以上ないと出願できません。これは 9 教科の合計値ですから、36 というのは

およそ「オール 4」ということになります。(ここで出されている「評定」については、5 月の進路説明会でもう少し

詳しくお話する予定です) 

 「学校独自型選抜」に条件がある一方で、「一般型選抜」には、特に要件はありません。ということは、より条件が

厳しい「学校独自型選抜」において、成績上位の生徒が合格することになり、「行けるかどうかわからないけど、ギリ

ギリでもいいからこの高校に合格したい！」という人は、「一般型選抜」での合格を目指すことになります。 

 また、「学校独自型選抜」の「プレゼンテーション」については、その対策をするのに、時間をかけることになりま

す。今年は以前と違い入試のタイミングが一回になったので、「一般型選抜」での合格を目指して学習をするのと並行

して、対策の時間を確保することになります。 

 特色・一般のときにも、「私は特色の対策に時間取られたくないし、一般で受かるように頑張るので特色は受けませ

ん」という生徒が一定数いました。おそらく、今年は例年以上にそういう生徒が増えそうだと思います。 

 なので、「どうしても学校独自型で合格したい」ということがなければ、例年の受験生と同じように学習に向き合い、

「一般型」での合格を目指せばよいことになります。(ちなみに、合格発表のときに「本人だけ」どちらで合格したか

はわかりますが、他の生徒には言わなければわかりません。高校で、入学後の扱いが変わることも一切ありません。) 

 

以上、草津東高校・普通科の例で説明しました。あくまで現時点での話ですので、6 月の要項でしっかり確認

する必要はありますが、おおむね同じようなことが言えると思います。どこを受けるか考えるときに、「学校独自

型も受ける」のか、「一般型だけでがんばる」のかも、あわせて考えておくと良いですね。 

コラム  


